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　悪性新生物（以下がん）は日本人の２人にひとりが罹患する病気です。がんの罹患率は年齢とと
もに上昇し、治療として手術を受ける高齢者が増えています。加齢とともに身体機能や認知機能が
低下している高齢者の多くは、術後の回復過程で援助を必要とします。なかでも大腸がんで人工肛
門（以下ストーマ）を造設した高齢者は、ストーマケアをするためにさまざまな困難を抱えています。
自分でストーマケアができない時は家族の支援が必要ですが、家族も身体的・心理的・社会的な負
担を抱えています。そこでストーマ造設後の高齢者とその家族が、生活へ順応していく過程におけ
る訪問看護師の支援に関する研究に取り組み、看護実践への示唆を得ました。現在は、壮年期のが
ん療養者とその家族への支援に関する研究に取り組んでいます。
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